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日本語力の維持・向上のために

　米国での生活が長くなると、子どもの

日本語力は徐々に低下する傾向があり

ます。もちろん渡米時期や在米期間、

生活環境などの条件によって個人差が

あり、中学生や高校生になってから海外

生活を始めた子どもの場合には、日本

語力は大きく低下することはなく、むしろ

英語力が伸び悩むという傾向も目立ち

ます。一方、米国で生まれたり、幼少時

に米国での生活を始めたりした子どもの

場合には、両親が日本語話者であって

も、年齢相応の日本語力が定着してい

ないというケースもあります。また、両親

のいずれかが日本語話者でない場合に

は、日本語での会話も難しいという子ど

ももいます。このように米国で暮らす子ど

もの日本語力はさまざまですが、日本語

力の低下を食い止め、さらに向上させ

るためにはどうすればよいでしょうか。

　そのためには日本語に触れる時間を

増やすことが必要です。まず、家庭での

会話は日本語で行うことが大切です。母

親のみが日本語話者の場合には、母親

とは必ず日本語で話す習慣をつけまし

ょう。また、日本語のテレビ番組や映画、

アニメーションなどを観たり、日本語の本

を読んだりするのもよいでしょう。また、

補習校や日本語学校に通学することも

お勧めします。週１回ではありますが、

日本語での学習を継続している子ども

は、在米期間が長くても学年相応かそ

れに準ずる日本語力を維持しているケ

ースが目立ちます。

　また、夏休みなど長期の休みを利用し

て集中的に日本語に触れるという方法

もあります。その一つが日本の学校での

体験入学です。日本語での学習のみな

らず、同年代の子どもと接することがで

きますし、日本の学校生活そのものを体

験できるのがメリットです。ただし、体験

入学では日本の学校の通常授業を受け

ますので、学年相応かそれに準ずる日

本語力、特に読み書きの力がないと授

業についていけませんし、会話ができな

いとクラスメートともなじめません。楽しく

過ごせないので日本語学習意欲を失う

こともあるので注意が必要です。

　ほかに、サマーキャンプのような体験

型の学習プログラムもあります。これに

は米国内で実施されるものと日本で実

施されるものとがあります。前者は日系

の学校や団体が主催でも米国の施設を

使うために英語を使う機会が多くなって

しまうケースもあります。後者には海外

在住者専用というものは少なく、日本語

の読み書きの力はさほど必要がないも

のの、会話がかなり流暢でないと、一緒

に参加する子どもたちについていけな

いということもあります。

　米日教育交流協議会の「サマーキャン

プ in ぎふ」は、日本で実施する海外在

住者専用の日本語・日本文化体験学習

プログラムです。さまざまな体験を通し

て楽しみながら日本語に触れることがで

き、日本語の学習意欲が芽生えると好

評です。

　

サマーキャンプ参加者の様子

　「サマーキャンプ in ぎふ」は２００６年

から８年間にわたり、７月上旬から８月初

旬に１０日間から２週間のプログラムを年

２回実施してきました。残念ながら２０１１

年と２０１３年は１回のみしか実施できま

せんでしたが、これまで実施した１４回

にのべ１４４人が参加しました。

　参加者の多くは米国生まれや海外生

活が長く日本での在住期間の短い子ど

もですが、大多数は両親またはいずれ

かが日本語話者です。ただし、子どもの

日本語力は個人によってさまざまであ

り、日本語での会話力については家庭

での日本語の使用頻度が影響を及ぼし

ています。両親がともに日本語話者では

なくても、母親または父親と日本語で会

話している家庭の子どもは流暢に会話

できますが、親が日本語話者でも子ど

もと英語で会話していたり、親の日本語

力が高くなかったりする場合には、日本

語の会話に支障がある子どもも目立ち

ます。
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寺院では座禅、読経、食事作法も学ぶ 手作りいかだで清流を下る

学年相応の日本語力のある子どもは少

ないのですが、子どもの実力の差には

補習校通学の有無や通学年数、また日

本での生活年数・時期などが影響して

います。まず、補習校通学経験のない

子どもの場合、読み書きはほとんどでき

ないケースが目立ちます。一方、補習校

に幼稚園もしくは小学１年生から継続し

て通学している場合には、学年相応もし

くはそれに準ずる力があります。しかし、

補習校をやめた場合には、やめたときの

学年より低い力にとどまってしまいます。

また、日本での生活経験があり、特に日

本の学校に通学した経験を持つ場合、

読み書きの力が優れている子どもが目

立ちます。特に小学校低学年の３年間

を日本の学校で学んだ場合には、文法

的な誤りの少ない文を書くことのできる

子どもが目立ちます。

　「サマーキャンプ in ぎふ」では、この

ように多様な日本語力の子どもを受け入

れてきましたが、日本語が不得意でも、

子どもたちが楽しみながら学ぶことがで

き、学習意欲が芽生えるように工夫をし

ています。

　一つ目は、食事や自由時間以外では、

すべて日本語で活動するということです。

すべての活動の説明を日本語で行いま

すし、参加者にも日本語で話す機会が

たくさんあります。キャンプ期間中に少し

でも多く日本語に接することにより、日本

語を身近に感じてもらうためです。

　二つ目は、参加者の間では英語で会

話することを認めているということです。

食事や自由時間はもちろんですが、活

動時間においても日本語力の乏しい子

どものフォローをするためや、指導者の

重要な指示を伝えるためには英語を使

う必要があります。活動の効果を高める

ため、安全を確保するため、また子ども

たちがフラストレーションを貯めないため

の配慮です。

今年度のプログラムについて

　今年度の「サマーキャンプ in　ぎふ」

は、今まで８年間にわたって活動拠点と

してきた岐阜県揖斐（いび）郡揖斐川町

に加え、山県（やまがた）市の山間部で

も実施します。

　揖斐川町で実施する第１期は、従来

通り、町立小中学校および地元の県立

高校での学校体験を組み込んでいま

す。ただし、授業内容を理解することを

主たる目的とはせず、同年代の子ども

たちとの交流を通して、無理なく学校生

活を体感できるようにしています。また、

禅宗寺院での１泊２日でのミニ修行も行

い、座禅や読経を体験したり、食事の作

法を学んだりもします。

　新たに拠点に加えた山県市で実施す

る第２期では、昔の山間部の人々の暮ら

しを体験することによって、日本の良さを

実感してもらえるようにしています。例

えば、築１００年の古民家で寝泊まりし、

かまどでご飯を炊いたり、五右衛門風呂

に入ったりします。また、地元の子どもた

ちとともに、手作りいかだでの川下りを体

験したりもします。

　どちらの期間も、日本語と日本文化を

たっぷりと味わうことができますし、楽し

く有意義な夏を過ごすことができるでし

ょう。

　｢サマーキャンプ in ぎふ ２０１４」は、

参加者の申し込みを受け付けています。

詳細は、米日教育交流協議会のウェブ

サイト www.ujeec.org をご覧ください。


